令和６年度　幼児教育アドバイザー育成研修　第３回

（別紙様式３）「研修実践報告」
	所属名）
	名前）

	※このページは、第２回研修において改善した、別紙様式１「研修の企画・立案」の内容をそのまま貼り付けていただいて構いません。
実践計画「幼児理解を深める」

	①　目標設定

	　遊びや生活における幼児の姿を見取ることで、子供の新たな一面に気付いたり、話合い等を通して、異なる捉え方に出会ったりすることにより、子供の育ちに対する読み取りを深め、小学校以降の学びへのつながりを意識する。

	【　各園等における実態、課題等及び解決に向けて　】


	②　方策

	【　取組の視点　】※例）情報共有の工夫、組織・体制づくり等

・
・

【　方　法　】※例）保育者同士の保育参観、事例を用いた研修、子供を語る会等

・

・

	

	③　詳細について　　　　　※実際に実施する予定の研修等の内容を記入してください。

	（１）日　程

（２）研修テーマ

（３）研修の方法

　　　

（４）研修内容の詳細

　　


	実践の成果・課題（今後に向けて）

	（１）成果
　①　今回の研修により成果が得られたこと、効果があったこと
　②実践を通した自分自身の学びについて
（２）課題及び改善策（今後に向けて）



※参考　〈成果や課題について振り返る際の視点として参考にしてください。〉

	１：目標や情報を共有しながら園内研修を進めることができたか。

	２：園内研修を進める際、保育者の思いや考えを十分に理解することに努めたか。

	３：園内研修を進める際、保育者の強みを把握し、それをさらに伸ばすための機会をつくったか。

	４：園内研修を進める際に、保育者の思いや考えをより引き出すため、コーチングマインドで実践したか。

	５：園内研修で保育者の主体性を引き出すため、効果的な支援やファシリテーションができたか。

	６：園内研修後、教育・保育の改善に向けた実践ができるよう「人のつながり」を築くことができたか。

	７：園内研修後、新たな取組みの計画や実行につなげるための機会をつくったか。


※本報告書は、第３回研修（２月１４日（金））の協議・演習で使用します。実施した成果等について記載し、当日７部印刷して持参してください。本報告書の様式は、県教育委員会のホームページにも掲載しています。

これまでの園内研修の取組によって「得られたもの」「効果があったこと」、さらに、今後の取組に向けた改善策を具体的に記載


改善策については、「何」を「どう」取り組むのか具体的に記載








※研修の様子等が分かる写真等を挿入されても構いません。
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